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オオブタクサ (Ambrosia trifida L.)

沼田　沼田　030825030825　　　　　　  伊勢崎　伊勢崎　021003021003



オオブタクサ (Ambrosia trifida L.)
北米原産のキク科一年生植物北米原産のキク科一年生植物

19501950年代より年代より輸入輸入家畜飼料・大豆に混入し渡来家畜飼料・大豆に混入し渡来

現在ほぼ全国を制覇現在ほぼ全国を制覇

攪乱地依存型植物　　攪乱地依存型植物　　要注意要注意外来生物外来生物

＜過去の＜過去の研究例研究例＞＞

8080年代：年代：北米での生態研究、花粉症北米での生態研究、花粉症研究研究

9090年代：埼玉県浦和の荒川河川敷で分布拡大モニ年代：埼玉県浦和の荒川河川敷で分布拡大モニ

タリング（鷲谷ら）、駆除のためのタリング（鷲谷ら）、駆除のための研究（研究（宮脇宮脇・鷲谷・鷲谷））

22ｋ年代：利根川流域での分布ｋ年代：利根川流域での分布状況状況、生理、生理生態生態学的学的

研究による拡大予測（石川研究による拡大予測（石川らら））



オオブタクサのもたらすオオブタクサのもたらす
生態系生態系破壊破壊

（宮脇・鷲谷1996）

他種を駆逐し種多様性を他種を駆逐し種多様性を低下させる低下させる



オオブタクサの種子はオオブタクサの種子は大型大型



種子サイズが種子サイズが大きいと。。。大きいと。。。
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生長後の個体サイズが大きくなる生長後の個体サイズが大きくなる

＝種子をたくさん＝種子をたくさんつけるつける==さらにさらに繁茂する繁茂する



日本で急速に進化し永続的土壌日本で急速に進化し永続的土壌
シードバンクを持つようにシードバンクを持つようになったなった

（宮脇・鷲谷1996）

一部の種子が発芽一部の種子が発芽せずせず（（==休眠休眠）に）に
土壌中に生きたまま長期間蓄積する土壌中に生きたまま長期間蓄積する



浦和での駆除浦和での駆除シミュレーションシミュレーション

（宮脇・鷲谷1996）
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芽生え芽生えのの9999％を％を55年間除去しないと年間除去しないと
駆除できない駆除できない



図　群馬県内の図　群馬県内の
利根川河川敷に利根川河川敷に
おけるオオブタおけるオオブタ
クサの分布クサの分布状況状況
20002000年夏の調査年夏の調査
結果結果

※5※599地点中地点中
5050地点地点（黒丸）（黒丸）
で生育を確認で生育を確認
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表表..　群馬県内の利根川河川敷で発見されたオオブタクサ　群馬県内の利根川河川敷で発見されたオオブタクサ
群落における個体群サイズと推定総群落における個体群サイズと推定総種子生産数種子生産数。。20002000年年
夏の調査夏の調査結果。結果。
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※※生育場所は全て人為的攪乱地で、ほとんどが生育場所は全て人為的攪乱地で、ほとんどが
工事に関係している工事に関係している



図図..　　オオブタクサの生存率オオブタクサの生存率((左左))および個体群密度の季節変化および個体群密度の季節変化
((右右))。。調査は調査は20012001年５月年５月~~１０１０月に行った月に行った。。●●は水上は水上、、○○はは
伊勢崎を表す。伊勢崎を表す。

                        ※※水上でも数多くの個体が発芽し、開花に至る水上でも数多くの個体が発芽し、開花に至る
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図図. . 伊勢崎、水上に伊勢崎、水上に
おける地温の季節変おける地温の季節変
化と化と発芽予想日。発芽予想日。
20042004年の測定結果。年の測定結果。
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※伊勢崎では水上
よりも1ヶ月以上発
芽が早い。これは
日最高地温が早く
上昇するため。



発芽時期が早いと発芽時期が早いと。。。。。。
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生育期間が生育期間が長くとれる＝長くとれる＝生長後の個体生長後の個体
サイズが大きくなる＝種子をたくさんサイズが大きくなる＝種子をたくさん
つけるつける==さらにさらに繁茂する繁茂する



図図..　水上と伊勢崎　水上と伊勢崎
の調査地で採取しの調査地で採取し
たオオブタクサのたオオブタクサの
個体バイオマスの個体バイオマスの
季節変化季節変化。調査は。調査は
20012001年５月年５月~~１０１０
月に行った月に行った。。●●はは
水上水上、、○○は伊勢崎は伊勢崎
を表す。縦線は標を表す。縦線は標
準偏差。準偏差。n=5n=5~2~200。。

※※水上の個体は伊勢崎の個体よりサイズが小さいが、水上の個体は伊勢崎の個体よりサイズが小さいが、
開花には開花には達している達している



図図. . オオブタクサオオブタクサ
１個体あたりの種１個体あたりの種
子生産数と個体バ子生産数と個体バ
イオマスの関係。イオマスの関係。
●●は水上は水上、、○○は伊は伊
勢崎を表す勢崎を表す。実線。実線
は水上、は水上、破線は伊破線は伊
勢崎の個体群にお勢崎の個体群にお
ける回帰直線ける回帰直線。。
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※※種子生産数種子生産数は、は、個体バイオマスに比例する個体バイオマスに比例する
また水上の個体は伊勢崎の個体よりサイズがまた水上の個体は伊勢崎の個体よりサイズが
小さいが、結実小さいが、結実してしているいる



図図. . 標高の異なる標高の異なる
各地で採取したオ各地で採取したオ
オブタクサ種子のオブタクサ種子の
最終最終発芽率発芽率。。20032003
年、年、20042004年に採取年に採取
した種子をした種子を55段階の段階の
交代温度条件下で交代温度条件下で
約約22ヶ月培養したヶ月培養した結結
果果。縦線は標準偏。縦線は標準偏
差。差。n=3n=3。。
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培養温度条件（昼／夜）

※1※10/60/6℃℃程度の程度の低温で低温で
発芽率が高く、高温で発芽率が高く、高温で
休眠休眠する、する、典型的な春典型的な春
発芽タイプ発芽タイプ

※※寒冷地では、低温での発芽率が寒冷地では、低温での発芽率が高い。高い。早春の雪解け後に早春の雪解け後に
より早く発芽するように、進化しているのかもしれない。より早く発芽するように、進化しているのかもしれない。



オオブタクサの生長をさらにオオブタクサの生長をさらに
助長する助長する要因要因
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生長速度が違う

最も大きな原因は
光合成能力の違い



図図. . 伊勢崎では、伊勢崎では、
一部の一部の生育地が生育地が
20042004年年11月に野焼月に野焼
きされた。きされた。

※※伊勢崎野焼き区伊勢崎野焼き区
では日最高地温がでは日最高地温が
さらに早く上昇さらに早く上昇しし
た。た。このためさらこのためさら
に発芽時期がに発芽時期が早く早く
なった。なった。
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各各生育生育地の土壌窒素濃度地の土壌窒素濃度
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水上は貧栄養土壌水上は貧栄養土壌

伊勢崎は野焼きでさらに伊勢崎は野焼きでさらに富栄養化富栄養化



野焼きはオオブタクサの生長を野焼きはオオブタクサの生長を
助長する助長する
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原因原因：：

発芽が早くなった発芽が早くなった

土壌の富栄養化土壌の富栄養化

他他種を焼いたので種を焼いたので
光が良く当たる光が良く当たる



大気大気COCO22濃度上昇はオオブタクサの濃度上昇はオオブタクサの
生長を生長を助長する助長する
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原因原因：：

COCO22濃度濃度上昇上昇によによ
る光合成速度のる光合成速度の
加速加速



ま　と　め
・オオブタクサはすでに利根川河川敷各所に侵入・オオブタクサはすでに利根川河川敷各所に侵入し、し、個体サ個体サ
イズに比例して多数の種子を生産しているイズに比例して多数の種子を生産している

・侵入地拡大の原因・侵入地拡大の原因は、は、工事車両による残土移動などである工事車両による残土移動などである
可能性が高い可能性が高い

・永続的な土壌シードバンクを形成・永続的な土壌シードバンクを形成するので、するので、9999％の％の芽生え芽生え
をを55年間引き抜かないと根絶年間引き抜かないと根絶できないできない

・寒冷地・寒冷地では、では、より早く発芽するようにより早く発芽するように進化して、進化して、生育期間生育期間
を長く確保する生存方法を獲得しているようだを長く確保する生存方法を獲得しているようだ

・野焼き・野焼き、地球温暖化という人為的所行で、生長がさらに加、地球温暖化という人為的所行で、生長がさらに加
速速されるされる

                                                                          。。。まさに。。。まさに””悪悪夢夢””



当座の対策
・種子の侵入防除：米国からの輸入家畜飼料に混入してい・種子の侵入防除：米国からの輸入家畜飼料に混入してい
るので、家畜飼育時に屋外に捨てないようにるので、家畜飼育時に屋外に捨てないように

・侵入地拡大防除：残土移動の・侵入地拡大防除：残土移動の制限、制限、工事車両のタイヤの工事車両のタイヤの
溝を要チェック？溝を要チェック？

・土壌シードバンクの・土壌シードバンクの抑制：抑制：芽生えを芽生えを55年以上年以上継続して継続して引き引き

抜く抜く

・寒冷地での防除：開花前の草刈りがある程度効果あるか・寒冷地での防除：開花前の草刈りがある程度効果あるか
もしれないもしれない

・・野焼き野焼き、無意味な整地の、無意味な整地の禁止禁止：生長を加速するだけ：生長を加速するだけ

卒研生卒研生とともにとともに””捕獲捕獲””されたされた

オオブタクサ。オオブタクサ。2004.9.30.2004.9.30.伊勢崎伊勢崎

==＞企業、＞企業、市民の活動が市民の活動が

キーになキーになる！る！


